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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
BHCの分子構造は単純であり,特別な官能基をもたない中性分子であるが,現在知られている7種煤
の立体異性体の中でリンデンだけが特異的に強い殺虫力をもっている｡このように顕著な立体特異的殺虫
横構については今もなお全く不明である｡
著者はリンデンの立体構造を保持したままで,その塩素原子のいくつかを他の置換基でおきかえたリン
デン類縁体の合成を試み,塩素化反応やアルキル基の導入反応などを詳細に検討して,35種額の類縁化合
物を合成し,これら新化合物の立体構造を核磁気共鳴スペクトル法により確定した｡
つぎにアカイエカ,イエバェ,チャバネゴキブリを供試昆虫として,合成した類縁化合物の殺虫試験を
おこない,リンデンと同等あるいはより強い殺虫力をもつ化合物が存在することをみつけた｡さらに殺虫
活性を正しく評価するために,薬物の生体内移行時における代謝の寄与を重視し, ミクロゾーム酸化酵素
系の阻害剤であるピベロニルブトオキシドを併用して殺虫活性の変動を調べた｡その結果,アカイェカや
チャバネゴキブリでは代謝の寄与は少なかったが,イエバエでは分子構造の変化にともなって顕著な活性
の変動が認められた｡またinuitroの代謝実験により代謝物の構造を確認し,イエバエがチャバネゴキブ
リにくらべて30-50倍も高い代謝活性を有することを実証した｡
まとめとして35種類のリンデン額縁化合物の化学構造と殺虫活性との相関について定量的な解析をおこ
ない,置換基の物理化学的性質,とくに dl位置の置換基の立体的因子が殺虫活性に大きい影響をもつこ
とを明らかにした｡
このように本論文は多くのリンデン類縁化合物を合成して,その分子構造と殺虫活性の相関について数
多 くの新知見を加え,殺虫剤の作用機構の解明に寄与したもので,農薬化学の進歩に貢献するところが大
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きい｡
よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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